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国土交通省四国地方整備局へ要望!!
阿南に船員養成学校が開講！
全国みちづくり女性団体交流会議2020
八代商工会議所と初のオンライン情報交換会
特集号 阿南市の未来に光を照らせ!!
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新入・若手社員のための

開講式開講式

講習の様子講習の様子

「
阿
南
に
船
員
養
成
学
校
が
開
講
！
」

【那賀川流域の治水・利水安全度の更なる向上について】
１．治水安全度の向上
　⑴　「流域治水」の推進
　　ア．流域のあらゆる関係者がさらに協働し流域全体で水害を軽減

させる「流域治水プロジェクト」を計画的に推進
　⑵　那賀川下流域の堤防整備等の推進
　　ア．無堤部の解消
　　イ．洪水疎通能力確保に向けた樹木伐採及び河道掘削
　　ウ．堤防地盤の液状化対策などの南海トラフ巨大地震対策
　　エ．堤防の安全性向上のための浸食・浸透対策
　⑶　上流ダム群による洪水調節容量の確保
　　ア．長安口ダム洪水調節機能の更なる増強
　　イ．小見野々ダム有効活用による洪水調節機能の確保
　　ウ．長安口ダム長期的堆砂対策による貯水池有効容量の確保
２．利水安全度の向上
　⑴　渇水被害の解消
　　ア．長安口ダム等による利水量の確保
３．防災体制の強化
　⑴　地方整備局等の体制強化
　　ア．国土強靱化や防災・減災対策を推進するため地方整備局等に

おける体制の充実・強化　

【高速道路ネットワークの早期整備について】
１．高速道路ネットワーク整備推進に係る予算の確保
　⑴　災害に強い高速道路ネットワークの機能強化
　⑵　ミッシングリンクの早期解消
２．四国横断自動車道（徳島ＪＣＴ～阿南ＩＣ）の早期完成
　⑴　開通目標が示された徳島ＪＣＴ～徳島沖洲ＩＣ間の確実な供用
　⑵　先行して事業化された小松島ＩＣ～阿南ＩＣの整備加速
　⑶　特に整備が進む、立江櫛渕ＩＣ～阿南ＩＣの先行供用
３．阿南安芸自動車道の早期整備
　⑴　桑野道路、福井道路の用地取得の早期完了
　⑵　海部野根道路の用地取得の早期着手
　⑶　牟岐～海部間の早期事業化
　⑷　美波～牟岐間の計画段階評価の早期着手
４．地方整備局等の体制強化
　⑴　国土強靭化や防災・減災対策を推進するため地方整備局等にお

ける体制の充実・強化

丹羽局長へ要望書を提出丹羽局長へ要望書を提出

自治体・経済団体・女性フォーラムがワンチームとなって要望活動自治体・経済団体・女性フォーラムがワンチームとなって要望活動

　
２
月
16
日（
火
）、
阿
南
市
商
工
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関
係
者
ら
約

60
名
が
出
席
し
、「（
一
財
）
尾
道
海
技

学
院 

尾
道
海
技
大
学
校
徳
島
阿
南
校 

第
１
回
六
級
海
技
士
（
航
海
）
第
一
種

養
成
短
期
養
成
科
」
の
開
講
式
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
船
員
養
成
課
程
は
、
国
内

貨
物
の
海
上
輸
送
を
担
う
船
員
を
養
成

す
る
民
間
系
海
技
学
校
の
（
一
財
）
尾

道
海
技
学
院
が
地
区
校
と
し
て
初
め
て

設
立
し
た
徳
島
阿
南
校
が
実
施
す
る
も

の
で
、
全
国
で
３
例
目
と
な
る
。

　

開
講
式
で
は
、（
一
財
）
尾
道
海
技

学
院 

宗
重
会
長
が
「
基
幹
産
業
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
知
識
や

技
術
を
習
得
し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
、

入
講
者
は
一
人
一
人
自
己
紹
介
し
、「
切

磋
琢
磨
し
て
、
全
員
で
卒
業
し
た
い
。」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
入
講
を
許
可
さ
れ

た
第
１
期
生
と
な
る
県
内
外
の
18
〜
47

歳
の
男
性
12
名
は
、
開
講
式
後
に
早
速
、

４
カ
月
半
に
わ
た
る
座
学
や
実
習
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

徳
島
阿
南
校
が
設
立
し
た
経
緯
は
、

内
航
海
運
業
界
が
抱
え
る
船
員
不
足
の

解
消
や
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
市

内
内
航
海
運
業
を
中
心
に
商
工
会
議
所

や
金
融
機
関
等
が
連
携
し
、
２
０
１
７

年
４
月
に
「
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
を
設
立
。
ふ
な
ど
こ
ろ

阿
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
内
航
海

運
業
に
お
け
る
船
員
不
足
は
喫
緊
の
課

題
と
し
て
「
次
世
代
船
員
の
育
成
」
を

活
動
指
針
の
柱
と
し
て
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
や
連
携
を
図
り
、
海
技
系
学

校
の
誘
致
に
注
力
し
て
き
た
。
今
回
そ

の
活
動
が
実
を
結
び
、
民
間
系
海
技
学

校
の（
一
財
）尾
道
海
技
学
院
と
連
携
し
、

そ
の
地
区
校
と
し
て
阿
南
市
に
お
い
て

開
講
が
決
ま
っ
た
。

【
六
級
海
技
士
（
航
海
）
第
一
種
養
成

短
期
養
成
科
】

　

六
級
海
技
士
の
短
期
養
成
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
座
学
と
乗
船
実
習
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
海
運
業
界
が
求

め
る
専
門
技
術
や
即
戦
力
に
対
応
し
た

養
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
航
船
舶
へ
の
就

職
に
求
め
ら
れ
る
六
級
海
技

士
免
状
の
取
得
に
は
、
通
常

２
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必

要
だ
が
、
本
養
成
科
で
は
履

修
期
間
を
修
め
、
卒
業
後
６

ヶ
月
以
上
の
実
務
経
験
を
積

ん
で
、
身
体
検
査
に
合
格
す

れ
ば
約
１
年
の
短
期
間
で
六

級
海
技
士
の
資
格
が
取
得
で

き
る
。

国土交通省四国地方整備局へ要望!!要望活動報告

とくしまWITH・コロナ「新生活様式」
導入応援助成金の追加募集を行います。

　令和３年２月25日（木）午後３時より、国土交通省四国地
方整備局において、阿南市・小松島市・牟岐町・美波町・
海陽町・阿南商工会議所・小松島商工会議所・四国はひとつ“阿
波のみち” 女性フォーラム実行委員会がワンチームとなって、
徳島県南部の高速道路ネットワークの早期整備について要
望を行いました。
　引き続いて、午後３時40分から、阿南商工会議所と小松
島商工会議所が連携・協働して、那賀川流域の治水・利水
安全度の更なる向上について要望を行いました。
　四国地方整備局丹羽局長をはじめ、担当官より「徳島県
南地域の要望は十分理解している」「今回のように広い地域
の多種・多様な方々による要望は、地域の思いが強く伝わる」
と高い評価を頂くと共に、中央への地域の声の反映につい
てアドバイスを頂きました。
　これらの要望は、新年度より「防災・減災、国土強靭化

のための５か年加速化対
策」が事業化されることに
より、徳島県南部の高規格
道路ミッシングリンクの解
消や、那賀川水系の河川整
備計画に沿った整備推進等
のために必要な予算確保を
主眼としたものです。

会員募集中!
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阿
南
商
工
会
議
所
は
小
学
生
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
、
ま
た
、
大
変
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
と
同
時
に
、
地
域

へ
の
愛
着
心
を
育
ん
で
も
ら
い
、「
起
業
」
を
身
近
な
も
の
と

感
じ
、
将
来
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
令
和
３
年
２
月

６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ピ
カ

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

阿
南
市
内
の
小
学
生
５
・
６
年
生
15
名
が
参
加
し
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
飾
品
、
竹
細
工
品
、
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
製
造
販
売
店
の

３
班
に
分
か
れ
、
事
業
計
画
作
成
・
資
金
調
達
・
商
品
製
作
・

接
客
販
売
・
決
算
ま
で
の
工
程
を
体
験
し
、
起
業
の
一
連
の

流
れ
を
学
び
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
資
金
調
達
で
は
阿
南
信
用
金
庫
の
融
資
担
当
者

を
相
手
に
、
融
資
交
渉
を
体
験
。
２
日
目
の
商
品
販
売
で
は
、

ア
ピ
カ
店
頭
に
売
り
場
を
作
り
、
実
際
に
訪
れ
た
お
客
様
を

相
手
に
、
自
分
た
ち
が
製
作
し
た
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
大
人

に
な
っ
て
自
分
で
会
社
を
つ
く
っ
て
実
際
に
や
っ
て
み
た
い
」

と
の
感
想
が
あ
り
、
是
非
、
こ
の
体
験
を
将
来
の
選
択
肢
に

活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

阿
南
で
将
来
活
躍
す
る

起
業
家
を
目
指
そ
う
！

阿
南
商
工
会
議
所
は
小
学
生
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
、
ま
た
、
大
変
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
と
同
時
に
、
地
域

で
将
来
活
躍
す
る

来
活
躍
す

阿
南
で
将
来
活
躍
す
る

起
業
家
を
目
指
そ
う
！

起
業
家
を
目
指
そ
う
！

小
学
生
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

（
令
和
２
年
度
徳
島
県
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
補
助
金
事
業
）

　2004年１月に設立された全国みちづくり女性ネットは、毎年１月に東京にて「全
国みちづくり女性団体交流会議」が開催され、全国各女性団体の国土交通省道路局長
への要望と活動報告会が実施されておりました。しかし、今年はコロナ禍の中、「新
しい生活様式」としてすべて全国各地方からWebでの参加で開催されました。
　2021年１月29日（金）開会早々には、サプライズゲストとして、野田聖子自民党幹
事長代行のご参加があり、「このコロナ禍の中でも、私たちはこの会議を通じて、心
と心が立派な道路で繋がっていることを確信している」とエールをいただきました。

　また、ご来賓として、吉岡幹夫道路局長をはじめ、歴代道路局長、学識者・有識者他多数のご参加で盛り上がりました。活動報告会では、
全国北は青森、南は宮崎からの参加18団体が３分間ずつ趣向を凝らした女性パワー溢れる報告があり、私たちは昨年10月に開催しまし
た「未知フォーラム 2020 in 阿南」の活動を報告しました。今年の報告会でも、「あと数km！」の報告があちらこちらで聞かれ、約
69km未整備の徳島県東南部が全国で一番遅れている地域ではないかと改めて危機感を感じた報告会でもありました。
　国土交通省より「今年は、防災減災国土強靭化の３か年緊急対策が終わる年であったが、新たに５か年対策が始まった。これまでの３
か年の予算では残念ながら高速道路ネットワークの予算が含まれていなかったが、５か年の補正予算で道路整備へのお金が確保された」
との明るい報告もありました。
　今年度より宮崎県延岡市の女性団体が全国みちづくり女性ネット世話人となり、地元延岡市と国土交通省、各ご来賓の方々、また、全
国の女性団体とWebで繋ぐという初めての作業で大変ご苦労されたことと存じますが、コロナ禍の中でも全国大会を開催していただき、
盛会裏に終えられことに敬意を表し、感謝申しあげます。
　私たちも今後も地元の熱意を失うことなく、女性の感性を活かし情熱をもって県南部の道路整備推進活動、要望活動を続けてまいりま
すので、皆様方のご支援・ご協力をよろしくお願い申しあげます。

四国はひとつ “阿波のみち” 女性フォーラム実行委員会
事務局：阿南商工会議所内　岡澤

日本はひとつ、絆で繋ぐ、命の道
～みちづくりを語ろう、女性が支えて、次世代へ～

「未知フォーラム2020 in阿南」は、
YouTubeで配信されていますので
ご覧いただければ幸いです。

日本はひとつ 絆で繋ぐ 命の道

「全国みちづくり女性団体交流会議2020」開催！「全国みちづくり女性団体交流会議2020」開催！

あなたは大丈夫!?

Web会場風景野田聖子幹事長代行

横断幕で要望！横断幕で要望！

講師の説明を真剣に聞く小学生

ショッピングプラザアピカにて販売

阿南市見能林町  ☎ 0884-22-052622-0526   http://toriumi-print.com
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令
和
３
年
１
月
15
日（
金
）、
午

前
10
時
よ
り
阿
南
市
文
化
会
館
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
表
彰
式
は
事
業
所
か
ら
の
推

薦
に
基
づ
き
、
企
業
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
従
業
員
の
功
績
を
称
え
る

た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

本
年
度
は
10
年
以
上
勤
続
表
彰

（
阿
南
市
・
阿
南
商
工
会
議
所
・
阿

南
地
方
労
働
基
準
協
会
・
阿
南
地

区
労
務
改
善
協
会
表
彰
）
が
14
名
、

20
年
以
上
勤
続
表
彰
（
徳
島
県
商

工
会
議
所
連
合
会
表
彰
）
が
８
名
、

30
年
以
上
勤
続
表
彰
（
日
本
商
工

会
議
所
表
彰
）
が
10
名
の
計
32
名

（
10
事
業
所
）
の
方
々
が
表

彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表
原
阿
南

市
長
、
兼
松
会
頭
か
ら
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
、
表
彰
状
盾

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
岩
佐
県
議
会
議
員
、
奥

田
市
議
会
議
長
か
ら
長
年
の

功
績
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
と
、

今
後
一
層
の
活
躍
に
期
待
す
る
旨

の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
賓
の
方
々
の
紹
介
の
後
、

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
医
療
法

人
翠
松
会
の
長
田
泰
代
さ
ん
か
ら

「
今
日
の
こ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
よ

り
一
層
新
た
な
気
持
ち
で
仕
事
に

専
念
し
、
さ
ら
に
一
層
自
己
研
鑽

に
努
め
、
社
業
の
発
展
に
尽
く
し

た
い
」と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
閉
会
後
に
は
、
来
賓
・

主
催
者
・
被
表
彰
者
で
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

〜
永
年
勤
続
の
32
名
を
表
彰
〜

令
和

年

5
（
金
）、
午

今
後
一

活
躍

期
待

永
年
勤
続

〜
永
〜
永
年
勤
続
のの
32323
名
を
表
彰
〜

名名
を
表
彰
〜

令
和
２
年
度  

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

　

令
和
３
年
２
月
10
日（
水
）、
商
業
部
会

と
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況
の
中
で
、
商
工

会
議
所
の
部
会
や
委
員
会
活
動
を
ど
の
よ

う
に
行
い
、
ま
た
、
今
後
ど
う
対
応
し
て

行
く
の
か
に
つ
い
て
、
八
代
商
工
会
議
所

と
初
め
て
の
情
報
交
換
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

当
所
よ
り
兼
松
功
会
頭
を
は
じ
め
、
役

員
・
部
会
長
等
10
名
が
参
加
、
八
代
商
工

会
議
所
か
ら
は
、
竹
永
淳
一
会
頭
を
は
じ

め
７
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
八
代
商
工
会
議
所
の
中
山
副
会

頭
よ
り
令
和
２
年
度
の
主
な
活
動
と
、
八

代
市
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援
策
の
要
望
及
び
、
八
代
飲

食
店
応
援
隊
に
つ
い
て
、
引
き
続
い
て
松
岡
副
会
頭
よ
り
最
重
点
事
業
の

「
安
心
な
ま
ち
や
つ
し
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
」
の
目
的
や
、
事
業
概

要
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
阿
南
商
工
会
議
所
か
ら
は
、
森
副
会
頭
（
商
業
部
会
長
）
が
商
業
部

会
の
事
業
活
動
を
説
明
し
、
引
き
続
き
野
村
業
務
課
係
長
よ
り
「
三
方
よ

し
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
西
田
サ
ー
ビ
ス
部
会
長
は
、

サ
ー
ビ
ス
部
会
の
主
な
事
業
と
し
て
、
市
民
生
活
応
援
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
事
業
、
飲
食
店
等
と
連
携

し
た
阿
波
尾
鶏
販
売
支
援
事
業
の
説
明
を

行
っ
た
。

　

竹
永
会
頭
は
「
第
１
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
で
は
あ
っ
た
が
、
似
た
よ
う
な
環

境
状
況
で
も
あ
り
、
非
常
に
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
事
業
活
動
を
確
認
し
合
う
事
で
新

し
い
気
づ
き
が
沢
山
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
が
あ
り
、
今
後
も
色
々

な
形
で
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
、
兼
松
会
頭
か
ら
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
後
、
是
非
、
八
代
商
工
会
議

所
に
訪
問
し
「
安
心
な
ま
ち
や
つ
し
ろ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
例
を
直
接
お
聞
き
し

た
い
。」
と
、
今
後
の
交
流
も
お
願
い
し
た
。

る
旨

の
後
、

療
法

か
ら

〜〜催

令
和
３
年
２
月
10
日（
水
）、
商
業
部
会

と
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

と
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況
の
中
で
、
商
工
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令和３年度
勤労青少年ホーム利用者募集ご予約受付中

ラな感でそ色い
。」

コ
ロ

会
議

ろ
プ

き
し

し
た
。

新年度の

方
よ

長
は
、

ム
付

連
携

明
を

ご予約

ラ
イ

な
環

感
じ

で
新

そ
れ

色
々

い
。」
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会　　費：
事業内容：

阿南商工会議所青年部 「風会議」開催女性会会員募集

　令和３年２月24日（水）阿南市商工業振興センターにおいて、劇作家・
演出家・四国学院大学教授 平田オリザ氏にリモートで、ご講演いただき
20名が参加しました。
　平田氏は大学在学中に劇団「青年団」を旗揚げし、一貫した演劇方法
論により持続的な活動を続け、海外と演劇を通しての交流や、社会と演
劇の接点の研究にロボット演劇プロジェクトを指導するなど多彩な活動
を続けてこられました。また兵庫県豊岡市の８万人の町に、今春、日本
で初めて演劇やダンスを本格的に学べる芸術文化観光専門職大学が設立
され、学長として就任します。
　講演の中で、少子化問題を解決するには、故郷に戻ってきたくなる街
づくり、出会いの場が必要です。何を学ぶかより誰と学ぶかが大事になり、
身体的文化資本を養うには演劇やダンス等本物に触れ、子供が知的好奇

心を持ち、自ら勉強し学びたいと思
う環境を整える事が、行政に問われ
ていると語られました。
　コロナ禍で打撃を受けた観光業や
アートの復興を担う人材を育て、ア
ジアの芸術文化のハブとなるような
街にしたいとご講演いただきました。

交通部会講演会（リモート講演）

　令和３年２月24日（水）阿南市商工業振興センターにおいて、劇作家・
演出家・四国学院大学教授 平田オリザ氏にリモートで、ご講演いただき
20名が参加しました。

交通部会講演会（リモート講演）

「文化・芸術・教育による　
　　　　地域振興とは？」

法人・個人を問わず事業主の方は、正社員・パート・アルバイトといった雇用形態に関わらず、
1人でも雇用したら労働保険（労災保険・雇用保険）に必ず入る義務があります。

労働保険のご加入について
阿南商工会議所労働保険事務組合に委託しませんか？

わずかな手数料で事務負担が軽減できます！

是非、この機会にご検討ください。

※お問合せ　阿南商工会議所労働保険事務組合　TEL:22-2301

事務委託
メリット

❶事業主・家族従事者の方でも労災保険に特別加入することができます。
❷保険料の額に関わらず、3回に分割納付ができます。

各種会議・
お食事会の

お持ち帰り用お弁当

会議室

お食事会場
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「
た
ま
に
は
那
賀
川
・
桑
野
川
の
堤

防
を
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
て
み
ま
せ
ん

か
」。
じ
っ
く
り
眺
め
て
み
れ
ば
、
災

害
・
防
災
文
化
に
関
す
る
様
々
な
物

が
あ
る
こ
と
に
驚
く
と
思
い
ま
す
。

私
の
大
雑
把
な
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

そ
の
分
類
項
目
と
数
の
割
合
は
、
水

神
社
（
５
割
）、
祠
（
１
割
）、
碑
・

史
跡
（
１
割
）、
お
不
動
さ
ん
（
２
割
）、

そ
の
他（
１
割
）と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
神
社
の
数
は
、
那
賀
川
下
流
域

に
約
20
社
が
あ
り
、
そ
の
設
置
の
目

的
は
、
洪
水
氾
濫
か
ら
の
安
全
、
灌

漑
（
か
ん
が
い
）
用
水
の
安
定
的
な

確
保
、
渡
し
や
筏
（
い
か
だ
）
な
ど

の
水
上
交
通
の
安
全
祈
願
な
ど
で
あ

っ
た
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
数
は
、
治

水
単
独
、
利
水
単
独
、
治
水
＋
利
水

の
水
関
係
が
７
割
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
昔
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
こ
そ
洪
水
か
ら
身
を
守
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
食
糧
確
保
と
い
う
こ
と
で

命
が
掛
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
水
神
社
の
代
表
的
存
在
と

い
え
ば
、
写
真
に
示
す
岩
脇
の
水
神

社
で
し
ょ
う
。県
道
１
３
０
号
線（
旧

国
道
55
号
線
）
の
那
賀
川
橋
か
ら
約

２
５
０
ｍ
上
流
の
左
岸
側
に
あ
り
ま

す
。
祠
に
は
千
木
・
鰹
木
も
見
ら
れ

本
格
的
神
社
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
那
賀
川
下

流
に
６
ケ
所
設
置
さ
れ
て
い
た
旧
堰

の
一
つ「
大
井
手
堰
」の
あ
っ
た
所
で
、

鳥
居
の
横
に
は
「
大
井
手
堰
址
」
も

並
立
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
８

月
16
日
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

水
神
社
を
も
う
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

県
道
22
号
線
の
持
井
橋
か
ら
約
７
０

０
ｍ
下
流
の
右
岸
堤
防
小
段
に
野
上

神
社
が
あ
り
、
元
々
は
30
ｍ
ほ
ど
南

に
あ
っ
た
「
黒
土
手
」
と
い
う
旧
堤

防
の
中
腹
に
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
洪
水
の
た
び
に
堤
防
が
決
壊
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
元
禄
時
代
の
工

事
の
際
に
は
人
柱
を
立
て
た
と
い
う

伝
説
も
残
っ
て
お
り
、
戦
後
に
こ
の

付
近
か
ら
人
骨
が
出
て
き
た
そ
う
で

す
。

　

堤
防
に
建
て
ら
れ
た
神
社
に
は
、

『
祀
る
』
と
『
祈
る
』
以
外
に
驚
く
べ

き
物
理
的
効
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ヒ
ン
ト
は
戦
国
武
将
と
し
て
名
高
い

武
田
信
玄
に
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
勇

武
と
知
略
に
優
れ
た
る
武
将
で
あ
る

と
と
も
に
、
今
も
残
る
河
川
工
法
を

考
案
し
た
偉
大
な
る
土
木
技
術
者
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
「
水
を

治
め
る
者
は
国
を
治
め
る
」
を
実
践

し
ま
し
た
が
、
知
恵
に
も
富
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
堤
防
に
神
社
を
造

っ
て
お
祭
り
を
し
た
こ
と
で
す
。
お

祭
り
を
す
れ
ば
人
が
集
ま
り
堤
防
が

締
め
固
め
ら
れ
ま
す
が
、
建
設
重
機

の
無
い
時
代
に
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ

ア
で
し
た
。
ま
た
神
社
の
近
く
に
育

つ
樹
木
は
防
水
林
と
な
り
、
根
は
堤

防
を
強
く
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
木
が
枯
れ
て
根
が
腐
る
と
、

逆
に
堤
防
は
危
険
に
な
り
ま
す
。

　

那
賀
川
下
流
域
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
立
派
な
水
神
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

那
賀
川
堤
防
の
水
神
社
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
人
は
参
考
文
献
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
資
料
は
、

山
本
秀
樹
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
商
工

会
議
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

碑
・
史
跡
と
し
て
有
名
な
の
は
、

先
述
の
「
大
井
手
堰
址
」、
野
上
神
社

下
流
の
「
ガ
マ
ン
堰
」
の
碑
、
北
岸

堰
の
左
岸
に
建
て
ら
れ
て
い
る
「
万

代
堤
」
の
碑
、
北
岸
堰
か
ら
若
干
上

流
に
あ
る
「
大
岩
」
が
有
名
で
す
。

現
地
の
案
内
板
の
説
明
文
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
治
水
や
利
水
の
ド
ラ
マ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
川
に
関
係
し
な

い
も
の
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
の
那
賀
川
鉄

橋
左
岸
に
「
平
和
の
碑
」
が
あ
り
、

太
平
洋
戦
争
時
に
鉄
橋
を
通
過
す
る

列
車
が
銃
撃
さ
れ
た
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。　

　

こ
こ
に
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
那
賀
川
下
流
に
は
た
く
さ
ん
の

水
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

吉
野
川
下
流
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
吉
野
川
の
築
堤
が
、
藍

作
に
よ
り
遅
く
な
っ
て
近
代
に
な
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高

地
蔵
は
吉
野
川
下
流
に
多
い
も
の
の

那
賀
川
下
流
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
那
賀
川
下
流
に
た
く
さ

ん
の
不
動
明
王
が
鎮
座
し
て
い
ま
す

が
、
旧
吉
野
川
の
堤
防
に
は
お
不
動

さ
ん
は
見
ら
れ
ず
、
多
く
の
お
地
蔵

さ
ん
が
見
ら
れ
ま
す
。
私
に
は
、
那

賀
川
の
不
動
明
王
と
旧
吉
野
川
の
お

地
蔵
さ
ん
と
の
文
化
の
違
い
が
理
解

で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

　

防
災
文
化
・
そ
の
他
の
項
目
と
し

て
は
、
宅
地
の
嵩
上
げ
と
か
建
物
の
一

階
を
ピ
ロ
テ
ィ
形
式
に
し
て
洪
水
に
備

え
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
退
屈
し
て
い
る
人
、
退
屈
し
て
い

な
い
人
も
那
賀
川
堤
防
を
じ
っ
く
り

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の

発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
参
考
文
献
：
山
本
秀
樹
、
那
賀
川
堤

防
の
水
神
社
を
考
え
る
、
徳
島
県
技

術
士
会
報VOL.28

、JANUARY.
2021
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写真　　岩脇の水神社

「全国みちづくり女性団体交流会議2020」開催！

阿南市消費者協会だより
－ 消費者トラブルを　

防ぐために －
－あなたは大丈夫!?あなたは大丈夫!?

あいまいな返事じゃなくて「いりません！」

わがままで、契約内容の確認を！

おお儲け、そんな話はうそっぱち

どうしよう、困ったときはすぐ相談

隣人もいっしょにかしこい消費者に

あ

わ

お

ど

隣

あ
わ
お
ど
り

トラブルに
あわない
ためには

横断幕で要望！

那
賀
川
下
流
域
に
残
る
災
害
・

　
　

防
災
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化
に
つ
い
て
〜
水
神
社
等
〜
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南
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業
高
等
専
門
学
校　

名
誉
教
授　

湯　

城　

豊　

勝

那那

「「
た
ま
た
ま
に
は
那 那

水ものがたり
第112章

22-0526
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新入・若手社員のための新入・若手社員のための

ビジネスマナー徹底トレーニング

開講式

講習の様子

丹羽局長へ要望書を提出

自治体・経済団体・女性フォーラムがワンチームとなって要望活動

県内中小企業等が新型コロナウイルス感染症の感染予防や感
染拡大の防止を行うため実施する、改装工事や備品購入に係
る経費を支援いたします。
※詳しくはQRコードをご確認ください

とくしまWITH・コロナ「新生活様式」
導入応援助成金の追加募集を行います。
とくしまWITH・コロナ「新生活様式」
導入応援助成金の追加募集を行います。
■助成対象期間：令和3年1月30日（土）～令和3年4月30日（金）
　　　　　　　　までに支出が完了しているもの
■申請受付期間：令和3年2月10日（水）～令和3年3月31日（水）

企業人としての意識付け・感じの良い応対の実習を通して、印象に残るワンラ
ンク上の接遇応対を学びます。

お問合せ　阿南商工会議所　サービス部会　TEL:0884-22-2301

令和3年４月12日（月）10：00～16：30
（12：00～13：00昼休憩）

アソシエイト・ゆう　代表　大仲希美子
阿南市商工業振興センター2階
会員3,000円　非会員6,000円
（資料代・昼食代含む）

４月８日（木）　　●先　着　20名

日　　時

講　　師
開催場所

先　　着

参 加 費

申込締切

特集号

　令和３年２月12日、阿南光高校・新野キャンパスに集まった人たちが見
上げる夜空に、卒業生への想いが詰まった3,000発の花火が打ち上げられた。
　きっかけは、新野町で花火製造を手掛ける岸洋介さん（㈲岸火工品製造
所・専務）と阿南光高校産業創造科２年次生の出会いから始まった。
　新野キャンパスは、新野高校と阿南工業高校が統合し、誕生した阿南光
高校産業創造科の実習場として使用されており、新野高校が閉校した後も
町との繋がりは継続している。しかしながら、新型コロナの影響で、全国
一斉休校に。行事や部活動も中止になるなど、生徒たちが新野キャンパス
を訪れる機会も無くなった。

　生徒と町の繋がりが疎遠になりかけていた６月、授業が再開されると、産業創造科２年次生の授業の中で、キャンパスのある
新野町をより深く知るための探究学習が始まった。生徒たちは新野町にある企業や歴史を調べ、その成果発表会に招かれていた
岸さんとの出会いが、のちに「光てらせプロジェクト」に繋がっていった。
　成果発表会の日、岸さんは「次々と行事が中止になっている３年次生のために、皆と一緒に作った花火を打ち上げたい。一緒
にしませんか？」と投げかけた。学校側は賛同し、岸さんと２年次生は３年次生に届ける花火の製作をデザイン・配色・プログ
ラムに至るまで生徒と共に一から製作に取りかかった。
　さらに、岸さんと日頃から連携している㈲ウト・ウーク、タカラ食品㈱、阿南信用金庫が加わり、「光てらせプロジェクト」が
スタートすることとなった。
　花火の打ち上げ資金は、地元金融機関の阿南信用金庫の協力を得てクラウドファンディングを活用し、㈲ウト・ウークとタカ
ラ食品㈱は食品部門で連携して、地元食材を使った防災食「光てらすキーマカレー」を生徒と共に商品開発して、返礼品のメイ
ンとした。結果、目標の250万円を上回る約300万円が集まった。
　岸さんは「今ある状況の中、出来ることを活かし、連携できる仲間とともにプロジェクトを進めてきたことが楽しかった。生
徒にも地元の良さや地域の魅力を伝える事ができたと思う。」と語った。また学校側は「生徒に働く事への意欲や、将来に向けて
の価値観・想像力に大きな影響を与える事ができた。」と事業の成果を喜んだ。

　このような異業種
や若い学生との連携
が新たな価値を生み
出し、地域が抱える
問題を地域内で交流
連携し解決に結びつ
けたことは、今後コ
ロナ禍において「未
来に光を照らす」切
り札になるのではな
いだろうか。

在校生から卒業する先輩へ、
花火に想いを托す

㈲岸火工品製造所
専務　岸　洋介さん

㈲ウト・ウーク
専務　木元靖博さん

タカラ食品㈱
代表取締役　折野幹人さん

阿南信用金庫　総合企画部
副部長　木本明伸さん

会員募集中会員会員募集会 募 中会 中員募集中会員募集中会員募集中会員募集中!!!!!会員募集中!会員募集中!阿南商工会議所

【お問合せ】阿南商工会議所　☎0884ｰ22ｰ2301
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阿南光のまちステーションプラザ   ☎0884-24-3141お問合せ・お申込み

月
※初日12：00より 最終日15：00まで

　学び舎書道教室

３月16日㈫３月28日㈰　10：00～20：00　●展示数12点
卒業生・卒園生の全集中で書いた個性光る 卒業展です。ぜひご覧下さい。

　大地阿南

３月30日㈫～４月11日㈰　10：00～20：00　●展示数50点
個性が光り、温かい気持ちになれる作品となっております。

　なかよしクラブ

４月13日㈫～４月25日㈰　10：00～20：00　●展示数30点
初節句用に作ってみました。孫たちの成長を願って沢山の人達に楽しんでもら
えたらと思っています｡

　光のまちステーションプラザ展示同好会

４月27日㈫～５月９日㈰　10：00～20：00　●展示数100点
みんなのシリーズ第13弾。パッチワーク･布小物･ちりめん･ガラス工芸書･パ
ステル画･トールペイント･焼き物等、様々な種類の作品が集まります。是非お
気に入りを見つけてください。

　賀上宏実

４月４日㈰ 14:00～・15:00～
●参加費：500円  ●申込締切：4月2日㈮  ●定員：4～5名  ●持参物：なし
初心者から経験者さん、どなたでも大歓迎。ペン字・毛筆・暮らしの書、何でもOK！

　鉄尾武子

４月18日㈰ 13:00～
●参加費：2個で1,500円　●申込締切：４月16日㈮　●定員：5名
●持参物：針・はさみ・糸
古布を使っておしゃれなコサージュを作ります。

長篠美子４月18日㈰ 13:00～
●参加費：1,500円　●申込締切：4月16日㈮　●定員：5名
●持参物：手拭きタオル
オリジナル一閑張りミニカゴとおかめひょっとこの楽しいひもネックレスを作ります。

【R3. 1/1～2/28】

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、
ご紹介しております。当商工会議所では、組織基盤の強化を図るため会
員の募集をしております。お知り合い、お取引先などで未加入の事業所・
団体がございましたら、是非この機会にご紹介頂けますようお願い申し
あげます。 

◆うみぼうず
★阿南市は魚の宝庫です。魚の旨味をご賞味ください！
久保田　誠【飲食業】
阿南市津乃峰町長浜110-6　☎0884-49-4654

◆ふれあい
★心と心のふれあいを大切に！安心して楽しめます。
葉狩俊美【飲食業】
阿南市富岡町あ石3-12　☎0884-23-2424

◆ZUE cord
★パラコードで作る雑貨店です。詳しくはインスタで!!
中内こず恵【小売・アクセサリー製造業】
阿南市宝田町郡49-1　☎090-1328-8751

◆居酒屋 喜作
浅岡金治【飲食業】
阿南市富岡町南向23　☎0884-22-2425

◆林賢作土地家屋調査士事務所
★正確・迅速な業務を心掛けています。
林　賢作【土地家屋調査士】
阿南市見能林町青木206-1　☎0884-22-2727

《日商簿記検定》
　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績
と財政状態を明らかにする技能です。企業の活動を適切、かつ
正確に情報公開するとともに、経営管理能力を身につけるために、
簿記は必須の知識です。

《日商簿記検定》

令和３年度 令和３年度 検定試験スケジュール
スキル＆即戦力を身につけましょう！

このような方に
役立ちます！

・企業の経理・会計担当者
・利益率を重視する営業担当者
・コスト管理を求められる管理者
・取引先企業の経営状態を把握したい人
・公認会計士や税理士等の国家資格を目指す人
・キャリアアップを考えている人

回数 級 施行日 申込期間 受験料(税込)
第158回
第159回
第160回

１～３級
１～３級
２～３級

６月13日㈰
11月21日㈰
２月27日㈰

４/20㈫～５/13㈭
10/５㈫～10/21㈭
１/４㈫～１/27㈭

1級：7,850円
2級：4,720円
3級：2,850円

問い合わせ先・申込先（土日・祝休日はお休みです）
　阿南商工会議所　業務課　電話　　0884-22-2301
　　　　　　　　　　　　　URL　　https://anancci.or.jp/exam/
　　　　　　　　　　　　　メール　anancci@anancci.or.jp

お知らせ
《福祉住環境コーディネーター検定》
《環境社会(eco)検定》

東京商工会議所の検定は
ＩＢＴ（インターネット経由での試験）に変わります

※詳しくは、東京商工会議所　検定センターまで
TEL03-3989-0777(10：00～18：00)
https://www.kentei.org

・平日や業務時間内に受験できます
　（土日・祝休日も受験可）
・社員に受験を勧めやすくなります

・次のステップアップにすぐに取り組めます
・モチベーションが維持しやすくなります

・時間を効率的に使えます
・受験に向けた学習に集中できます
・「３密」を回避できます

③自宅や会社で
　受験ができる

②即時採点ですぐに
　合否が分かる

①受験日時が
　選べる
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絵本作家  阿南市見能林町在住。
1980年兵庫県に生まれ、２歳より京都で育つ。主な作品に、『夏がきた』（あすなろ書房）
『ごめんなさい』（作・サトシン  ポプラ社）、『花まつりにいきたい』（作・あまんきみこ  
本願寺出版社）、『やめろ、スカタン！』（作・くすのきしげのり  小学館）、『あいつとぼく』
（作・辻村ノリアキ  ＰＨＰ研究所）など多数。日本児童出版美術家連盟会員。ホーム
ページ　http://hajiritoshikado.com

表紙（イラスト・文）
羽尻利門（はじりとしかど）プロフィール
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